
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○国・県道の改良率を66.8％（H28.３月末）とする。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

67.2%

合計 15,150,000 18,375,104

66.8% 66.5%
(見込み）

未達成

16,561,840

成果目標の達成状況

項目

国・県道の改良率

事業番号 11 04 02 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 道路改築費 担
当
課

部局 建設部

　　　　２　　暮らしを支える道路網の整備 実施期間 T8 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

　道路法により、指定区間以外の国道及び県道の整備は県が実施するものとされている。
　（道路法12条、13条、15条、42条）

課・室 道路建設課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail michiken@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

県民との協働による実施： 実施は困難

  県民の安全・安心の暮らしと産業・経済活動を支える幹線道路網や身近な生活道路の整備を進め、活力ある地域社会を創る。
  成果目標：国・県道の道路改良率　65.6％（H22）→67.5％（H29）

○県内の道路延長は全国第５位であるのに対して道路改良率は35位 65.6％（H23.4.1現在）であり、地域の暮らしを支える道路の整備が
遅れている。（H25年度末現在：改良率66.1％)
○幹線道路及び生活道路の整備に対する県民ニーズは非常に高い。

目指す姿

現状
（予算編成

時）

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

道路改築事業（国道・県道） 直接
・事業実施箇所数 87箇所
・完了箇所数 6箇所

15,150,000 18,375,104 16,561,840

12,797,000 15,150,000 16,561,840

5,894,556

合計（A) 24,816,589 22,456,396
66.2%

27年度 28年度

10,787,955 6,326,874

当初予算 15,347,998

補正予算 635,261 439,424 2,792,786

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

24,024,379 24,269,660

概　算
人件費

141.77 186.73 170.08 170.08

-

14,028,634 17,697,506 18,375,104

-

90,065 198,003 138,569 22,400

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

　総合５か年計画「しあわせ信州創造プラン」の主要施策「快適で暮らしやすいまちづくり」における主要な取組のひとつとして、幹線道路
及び生活道路の整備に対する県民ニーズは非常に高いことから、引き続き整備を進める。

目標に対
する成果
の状況

平成27年度の道路改良率は66.5％となる見込みである。
未改良箇所がトンネルや橋梁の整備を要する山間部に多いため、整備効果が改良延長に反映しにくい状況にある。

 概算事業費（B（A）+C） 14,028,634 17,697,506 18,375,104 22,456,396

- -

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 8,833,330

14,053,514 13,265,333 12,957,486 11,157,664

9,760,000 9,359,000 9,588,000 10,096,000

913,010 1,202,043 1,585,605 1,180,332


